G enkiLife

BRE: TOPRA T I RE/ / O—F i
H4aO05ES: AMM82386

RRER D H

=

L
BE
R
RISt
e
(et

TAI) 34T
sn->ik

i

w_E
=

i

NyTyp—

LS

F5H

wRiEE
H7E
mREE

BaFE
Rl&

iB{zFID
SwissProt ID

RER

CET=]
B5T

YURE/ Y A—FILK

ReH

WB,IHC,ELISA

NG

IEHIR

HKEIE

Mouse IgG1

®/90—F+1L

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

KER

0.05%7 2+ b L%EET PBS hOFERIIAK
TI4 =T 4 — R

WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000
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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写中にDNAのトポロジカル状態を制御および変更する酵素であるDNAトポイソメラーゼをコードします。この核酵素は、染色体の凝縮、染色分体の分離、DNAの転写および複製中に発生するねじれ応力の緩和などのプロセスに関与しています。この酵素は、二重鎖DNAの2本の鎖の一時的な切断と再結合を触媒し、鎖が互いを通り抜けることを可能にし、それによってDNAのトポロジーを変更します。この酵素には、遺伝子重複イベントの産物として2つの形態が存在します。この形態をコードする遺伝子（α）は17番染色体に、β遺伝子は3番染色体に局在します。この酵素をコードする遺伝子は、いくつかの抗癌剤の標的として機能し、この遺伝子のさまざまな変異は薬剤耐性の発現と関連付けられています。この酵素の活性低下は、毛細血管拡張性運動失調症にも関与している可能性があります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HepG2（1）、Hela（2）、Jurkat（3）、およびK562（4）細胞溶解物に対するTOP2AマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	TOP2A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

